
1994年出土の本簡

か
ら
、
周
辺
の
中
心
的
な
集
落
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
大
き
く
、
官

衝
的
な
施
設
の
存
在
も
強
く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
悼
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。
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関
係
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趙
力
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男
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要
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駅
北
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１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
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田
区
錦
糸

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
川
章
雄

・
玉
木
博
史

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
人
世
紀
後
半
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡
は
、
墨
田
区
の
東
部
、
Ｊ
Ｒ
総
武
線
錦
糸
町
駅
の
北
西

約
三
〇
〇
ｍ
の
地
点
に
位
置
し
て
い
る
。
本
遺
跡
は
、
武
蔵
野
台
地
と
下
総
台

地
の
間
に
広
が
る
東
京
低
地
上

に
あ
り
、
調
査
地
の
標
高
は
九

〇
伽
を
測
る
。

錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡
の
調
査

は
、
錦
糸
町
駅
北
口
市
街
地
再

部
　

発
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
と

紬

し
て
行
な
わ
れ
、　
一
九
九
三
年

棘

一
一月
に
試
掘
調
査
を
実
施
し
、

く

同
年
四
月
か
ら
錦
糸
町
駅
北
口



遺
跡
調
査
団
を
結
成
し
て
本
格
調
査
を
行
な
っ
た
。
調
査
面
積
は
、
約

一
五
五

三
ポ
で
あ
る
。

絵
図
な
ど
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
当
該
地
の
大
部
分
は
、
旗
本
人
嶋
雲
四

郎

（一
一〇
〇
〇
石
）
の
屋
敷
に
あ
た
り
、　
一
部
信
濃
小
諸
藩
牧
野
家

（
一
五
〇
〇

〇
石
）
の
下
屋
敷

・
御
賄
組
大
縄
地
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

祠
査
の
結
果
、
遺
構
面
が
三
面
確
認
さ
れ
、
合
計

一
一
九
基
の
遺
構
が
検
出

さ
れ
た
。
検
出
さ
れ
た
主
な
遺
構
は
、
建
物

・
立
株

・
水
琴
窟

・
土
留
め

。
下

水

・
溝

・
井
戸

・
土
坑
な
ど
で
あ
る
。
池
は
、
大
小
あ
わ
せ
て
大
基
が
確
認
さ

れ
、
な
か
で
も
東
西
約

一
二
ｍ
、
南
北
約
六

・
五
ｍ
の
池
と
、
東
西
約

一
一
ｍ

以
上
、
南
北
約
九
ｍ
以
上
の
池
が
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
形
に

一
部
接
続
す
る
形
で
検
出

さ
れ
た
。

主
要
な
建
物
が
確
認
さ
れ
ず
、
か
わ
り
に
池
や
立
株
、
ご
み
穴
と
い
っ
た
も

の
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
調
査
区
は
屋
敷
内
の
庭
園
部
分
に
該
当
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

出
土
し
た
遺
物
は
、
総
点
数
九
二
七
二
〇
点
、
総
重
量
四

一
四
九
ｋ９
で
あ
る
。

時
期
は

一
人
世
紀
中
頃
か
ら

一
九
世
紀
代
に
及
ん
で
お
り
、
陶
器

。
磁
器

・
土

器

。
瓦

・
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
日
常
生
活
雑
器
と

と
も
に
、
色
鍋
島
の
大
皿

・
欧
州
磁
器

。
中
国
系
磁
器

・
ク
レ
イ
パ
イ
プ

。
壺

屋
焼
と
思
わ
れ
る
壼
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

木
製
品
で
は
、
漆
器

・
下
駄
な
ど
の
生
活
用
品
に
混
じ
っ
て
、
大
小
暦
及
び

荷
札
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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1994年出上の木簡

(4)①
は
、
木
製
大
小
暦
で
あ
る
。
池
の
廃
絶
後
、
ご
み
穴
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
た
場
所
か
ら
出
土
し
た
。
上
部
中
央
に
は
、
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

柱
な
ど
に
掛
け
て
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
か
れ
て
い
た
大
小
の
月

の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
天
保
二
年

（
一
△
二
３

の
暦
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
②
は
、
調
査
区
の
東
側
で
検
出
さ
れ
た
大
土
坑

会
」
み
穴
）
か
ら
出
土
し

た
荷
札
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
地
を
拝
領
し
た
大
嶋
雲
四
郎
の
知
行
地

（現
岐

阜
県
糸
貫
町
）
な
ど
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
荷
物
の
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
０
の

「大
嶋
織
」
は

『新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
見
え
る

「大
嶋
織
之
助
」
で
あ

ろ
う
。
こ
の
他
、
「庄
助
」
「門
多
宇
右
衛
門
」
「次
郎
介
」
な
ど
の
人
名
を
記

し
た
も
の
や

「□
蒸
菓
子
□
」
「御
酒
□
」
「上
　
粒
胡
枡
」
「米
高
値
付
　
み

多
り
丹
口
回
」
な
ど
が
書
か
れ
た
木
製
品
が
あ
り
、
明
治
期
の
も
の
も
含
め

る
と
全
部
で
五
〇
点
程
に
の
ぼ
る
。
陶
磁
器
類
で
は
、
墨
書
な
ど
で
書
か
れ
た

も
の
と
し
て
、
「寛
政
二
年
戊
八
月
五
日
　
本
村
氏
」
「安
永
九
庚
子
年
八
月
五

【大
嶋
織
ヵ
〕

。
□
□
□

。
□
□
□
□
□
　
十
二
月

〔濃
州
席
口
郡
己

・
大
嶋
雲
四
郎
荷
物

・溜
り
劫研湧船臥分

濃
州
両
村

（
Ｐ
の
『
）
×

（
∞
∞
）
×
∞
　
ｏ
∞
牌

（
］
ヽ
い
）
×
（ヽ
釦
）
×
卜
　
ｏ
∞
申

（
］
∞
Ｐ
）
×
（卜
∞
）
×
］

ｏ
∞
陣

日
　
求
」
「拾
弐
番
　
御
用
部
屋
　
酉
六
月
ど
大
嶋
」
「洛
東
瑞
竜
山
　
な
ん
セ

ん
し
多
ん
春
や
」
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
旗
本
の
生
活
や
江
戸
と
知
行
地
と

の
関
係
を
知
る
上
で
貴
重
な
発
見
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
池
の
築
造
や
特
定

の
区
域
に
ご
み
穴
を
数
回
構
築
し
た
様
子
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
武
家
地
の
上

地
利
用
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
資
料
と
な
っ
た
。

（玉
木
博
史
）




